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化学療法剤の生体防禦機転に及ぼす影響に関する研究

特に抗結核剤について

第四篇 腸 チフス凝集反応 に及ぼす影響

国 立 愛 知 療 養 所 (所長 久鰺 馨)

名古屋大学医学部内科第一一講座(主 任 日比野進)

尾 関 一 郎

(昭和26年9月29日 受付)

第一章 緒 営

化学療法剤の抗体産生に及ぼす影響については,ス ル

フアミン剤に関 して,Boe8e,FinkelstOnel桜 根,松 村

等は抗体産生の促進を見 る といい,Lengi),Gay2),

Mellen3),長 林4),真 下5),等 は抗体産生の促進は見ら

れないといい,Fleming6),Whitby7),も 免疫機構の進

展には影響を及ぼさないといつている◎ペニシリンに関

して,Marshall8)は 免疫機構の進展には影響を及ぼさ

ない といPtて いるが,高 橋9)は 血中抗体を一過性に増

加させるといつている◎抗体産生に対するこれら化学療

法剤の態度は一定の見解に達 していない状態である◎抗

結核剤の抗体産生に及ぼす影響についての報告は未だ殆

んど見ない◎私は第一一篇】の,第 二篇1D,及 び第三瀞2・

にそれぞれ,化 学療法剤,特 に抗結核剤の生体防禦反応

としての白血球の運動機能,賞 喰機能,及 び網状織内皮

細胞系(網 内系と省略する)機 能に及ほす影響について

報告してきた¢本窮においては抗結穣剤の抗体産生に及

ぼす影響を腸チフス菌に対する擬集反応よりその変動を

うかがつてみた◎

第二章 実験材料及び実験方法

第一節 実 験 材 料

1)被 検家兎,生 後10ケ 月以上の健康成熟家兎(体

鍾2匂 内外),実 験前3週 間の観察飼育を行つた◎

2)菌 液は腸チフス診断用菌液(愛 知県血清製造所)

を用い,ワ クナンは腸 チフスパラチフス菌混合 ワクチン

(愛知県血満製造所。以下チフスワクチンと省略する)

を用う。

第二節 実 験 方 法

1)健 康成熱家束耳穀静脈内より得た空腹時1血液(lee)

を スピツグラスに入れラ分離 し得た血清を生理的食塩水

にて10倍 より倍数稀釈を行 う◎各 々血満稀釈液をlen

とす る。 これに腸チフス診断用菌液を5滴 ずつ,各 血溜

稀釈試験管に滴下 し,列 の最後を対照とする⇔よく混和

して37度 に2時 間保つた後,坂 出しそ成績を判読し,

さらに一夜室澱に放躍 してから再び成績を判読する◎

2)判 定の凝集の程度は後者における所見を凝集鏡で

はじめて認め鴛られる倍数をもつて凝集価とする。

第三章 案 験 成 績

第一項 蒸 溜 水

1)蒸 溜水1回 注射による腸チフス凝集反応の変動

(第 一図)(A)

蒸溜水2eeを1回 健康成熟家兎大腿筋肉内注射(筋 注

と省略する)後,家 兎拍1清の腸チフZ菌 に対する凝集価

を経過を追つて測定 し,注 射前の値と比較 し観察したが、

注射後7日 以内においては多少の起伏を示す も箸 しい凝

集価の動揺を示さない。

2)蒸 溜水連続注券塒 における腸チフス凝集反応の変

動,及 び同注射時のチフスワクチン注射後の腸チフ

ス凝集反応の変動(第 一図)(B)

蒸溜水2ecを1H1回 連続筋注し家兎血清の腸チフス

菌に対する凝集価を経過を追つて測定したが,7日 問以

内では著 しい動揺を示さない◎すなわち蒸溜水連続筋注

により腸チフス菌に対する正常凝集素は前同様に著 しい

変動を示さない◎次に蒸溜水連続筋注中途にチフスワク

チン4ecを 家 兎に筋注 し,腸 チフス菌に対する凝集価の

変動を測定 した◎チフスワクチン注射後3日 目頃より凝

集価は上昇 し始め,5-7日 目にて2650-5120倍 の凝

集価に達 し,以 後次第に減弱 し12-15日 目になると著

しく凝集価が低下する◎すなわち蒸溜水連続筋注中途に

チフスワクチンを筋注すると,腸 チフス菌に対する免疫

凝集価はチフスワクチン筋注後5-7日 目に最高の凝集

価に達するが,12'一一一15日目になると凝集価が薯しく滅弱

する。

3)チ フスワクチン注射後における蒸溜水連続注射に

よる腸チフス凝集反応の変動(第 一一ew-"図)(C)

チフ スワクチン4CO筋 注後墾腸チフス菌に対する凝集

価は注射後7日 目にて2560--1280倍 の凝集価に達し,

以後次第に減弱する◎チフスワクチン筋注後12日 目よ

り蒸溜水1日1回2ec連 続5日 間筋濁 こよりて鵬 チフ

ス菌に対ナる凝集価は多少の起伏を示 しながら次第に減

弱する。すなわちチフスワクチy筋 注による家兎血清の

免疫凝集価は注射後7日 目に最高に達し,以 後次第に減
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弱する。その減弱過程において蒸溜水を連続筋注するも

免疫凝集価は影響を受けること少なく次第に減弱する。

第=項 抗 結 核 剤

〔1〕ス トレプトマイシン注射による

腸チフス凝集反応の変動

1)ス トレプ トマイシン1回 注射後の腸チフス凝集反

応の変動(第 二図)(A)

ス トレプトマイツ ン(以下SMと 省略)毎kg・100mg

を1回 のみ健康成熟家兎筋注後,家 兎血清の腸 チフx菌

に薄する凝集価を経過を追つて観察 し注射前と比較した。

8M注 射前における家兎血清凝集価は2例 共に10倍 に

して,注 射後3日 目には2例 中1例 は320倍 ・他の1例

は80倍 の凝集価を示すが以後次第に減弱 し7日 目にて

旧に復する。すなわちSM,毎kg100mg・1回 のみの筋

注により腸チフス菌に対する正常凝集素

は注射後3日 目にかなりの上昇を示す場

合があるが7日 目に旧に復する。

2)S]U連 続注射時における腸チフス

凝集反応の変動,及 び同注射時のチフス

ワクチソ注射後の腸チフス凝集反応の変

動(第 二図)(B)

SM,毎kg,50mgを1日1回 連続6

圓聞筋注群(A群 と称する)と ・連続16、

日間筋注群(B群 と称する)とに分けて家

兎血清の腸チフス菌に対する凝集価の変

動を観察 した。A群 とB群 におけるSM

注射開始後7日 間以内における腸チフス

菌に対する凝集価の変動を一揺 してみる

に,SM注 射前における凝集価は4例 申

3例 は10倍,他 の1例 は20倍 である

が,注 射開始後3日 目では4例 共に160

倍となり,注 射開始後7日 目では4例 申

3例 は80倍,他 の1例 は40倍 となる。

すなわちSM連 続注射により腸チフス菌

に対する正常凝集素は注射開始後3日 目

にかなりの増加を認め,注 射開始後7日

目において も僅かの減少を見るにすぎな

い。次にAi群 においてSM注 射開始後7

日目にチフスワクチンを4ec筋 注 し・そ

の後における腸チフス菌に対する凝集価

の変動を観察した。チフスワクチン注射

後5日 目には2例 共に5120倍 ・7日 目

には2例 中1例 は5120倍,他 の1例 は

2560倍,11日 目に{ま2例 中1例1ま1280

倍,1例 は640倍 と次第に減弱する。

すなわちSM連 続注射後にチフ飯ワクチ

ンを注射 し,腸 チフス菌に対する免疫凝

集価の変動を経過を追つて観察 したが,

蒸溜水注射群に比 して著 しい差違は認め

られない。次にB群 においてSM注 射開始後7日 目に前

同様にチフスワクチソ4cc筋 注 しその後における腸チフ

ス菌に対する凝集価の変動を観察 した。チフスワクチソ

注射後5日 目には2例 中1例 は2560倍,他 の1例 は

1280倍 となり,7日 目には2例 共1こ1280暗 となり・

4以後次第に減少 し,15日 目には40倍,或 いは20倍 と

なる。すなわちSM連 続注射中途にチフスワクチンを注

射するも腸チスフ菌に対する免疫凝集価の変動は前同様

に蒸溜水注射群に比 して著 しい差違は認められない◎

3)チ フスワクチソ注射後におけるSM注 射による腸

チフス凝集反応の変動(第 二図)(C)

チフスワクチン4ec筋 注後,腸 チフス菌に対する凝集

価の減少過程にSM,毎kg,50mgを1甲1回 連続5日

一一一23一
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間 筋 注(A群 と 称 す る)せ る 場 合 と,SM,毎kg,100mg
ア

を1回 のみ筋注(B群 と称する)せる場合との腸チフス菌

に対する凝集価の変動を観察 した◎A群 とB群 における

SM注 射前のチフスワクチン注射による腸 升フス菌に対

す る凝集価の変動を一括して観察すると,チ フスワクチ

ン筋注前におげる凝集価は6例 中3例 は10倍,1例 は

2⑪倍,1例 は40倍,他 の1例(ま80倍 であるが,注 射

後5日 目では6飼 中3例 は640倍,2例 は320倍,他

の1例 は80倍 に,注 射後7B目 で毬

6例 申1例 は5120倍,3例 は2560

倍,他 の2例 は1280倍 の凝隻価に遠

し,注 射後9日 目では6例 申1例 は

2560倍,2例 は1280倍,2例 は320倍,

他 の1例 は160倍 と次第に減少し,A

i群では注射後12日 目では4例 中2例

は640倍,1例 は160倍,他 の1例 は

80倍 となる◎A群 においてはチフス

ワクチン注射後12日 目より,SM,毎

kg,50mgを1日1回 連続5日 聞筋注す

るe而 してSM注 射開始後1日 臼では

4例 中1例 は640倍,2例 は320倍,

他 の1例 は160倍 となり,SM注 射開

始後3日 目では4例 申1例 は5120倍,
ギ

1例 は2560倍,他 の2例 は1280倍

の凝集価を示 し,SM注 射開始後5日

目では4例 申3例 は1280倍,他 の1

例は640倍 と減少し,SM注 射開始後

7日 目では4例 中1例 は1280倍,2

}
8es例 は640倍,他 の1例 は320倍 となり,

SM注 射開始後10日 目では4例 中2

例 は640倍,1例 は320倍,他 の1例

は40倍 に減少する。すなわちチフス

ワクチン注射により腸チフス菌に対す

る免疫凝集価は注射後7日 目にて最高

に達 し,以 後次第に漸減する。その免

疫凝集価の漸減する申途にSMを 連続

1=含欝 注射すると減少過程にある免疫凝集価

は再び増加の傾向を示す。且つ,免疫凝

集価の増加はSM注 射開始後3日 目に

最高の擬集価に達 し後次第に漸減する。

次にB群 においてチフスワクチン注射

後9日 目にSM,毎ky,100mg1回

のみ筋注 し,そ の後における腸チフス

菌に対する免疫凝集価の変動を見た。

SM注 射後2日 目では2例 共に1280倍,

SM注 射後4日 目では2例 共に2560

倍 と凝集価が上昇し,SM注 射後6日
22e目 では2例 中1例 は2560倍

,他 の1例

は1280倍 となり,SM注 射後9日 目では2例 中1例 は

1280倍,他 の1例 は320倍 と次第に減弱するdナ なわち

チフスワクチソ注射後における免疫凝集価の減少過程に

SM,1回 のみの注射によりて もSM連 続注射の場合と

同様に免疫凝集価は再び上昇するb且 つその免疫凝集価

はSM注 射後4・-6日 目に最高に達 し,後 次第に減弱す

る◎

〔2〕パラアミノサルチル酸(PAS)注 射 による腸チフ

ズ凝集反応の変動
9

一 一24
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1)PAS連 続注射時における腸チフス凝集反応の変動,

及 び同注射時のチフスワクチン注射後の腸チフス凝

集反応の変動(第 三図)(A)

PAS,毎kg,O・5y1日1回 連続筋注 し家兎血清の腸

チフス菌に対する凝集価の変動を経過を追つて観察 した。

PAS注 射前における凝集価は2例 中1例 は20倍,他

の1例 は80倍 であるがPAS注 射開始後1日 目では2

例共に640倍 に上昇 し,注 射開始後3日 目では320-

160倍 となり;PAS注 射開始後5日 目では2例 共に160倍

の凝集価となる。すなわちPAS連 続注射時における腸

チフス菌に対する正常擬集素は注射開始後1日 目にかな

、りの増加を認めるが,以 後僅かの減弱の傾向を示す。次

にPAS連 続筋注開始後7日 目にチフスワクチン4eeUt

注 し,そ の後における腸チフス菌に対する免疫凝集価の

変動を観察 した。チフスワクチソ筋注後5日 目には2例

共に1280倍,7日 目には2例 中1例 は2560借,他 の1

例は1280、 倍 と上昇 し,9日 目には2例 中1例 は640倍,

他の1例 は320倍 と次第に減弱する。すなわちPAS連

続注射時の中途にチフスワクチンを注射し,腸 チフス菌
を

に対する免疫凝集価の変動を経過を追つて観察 したが,

蒸溜水 注 跳謝に比 してi善しt砦 鼻に観逗ら2ぬ 、。

2)チ フスワクチン注射後 におけるPAS連 続注射に

よる腸チフス擬集反応の変動(第 三図)(B)
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チフスワクチン4ccUt注 後,腸 チフx菌 に射する凝集

価は注射後5日 目には2例 中1例 は1280倍,他 の1例

は640倍 となり,注 射後7日 目では2例 中1例 は2560倍,

他 の1例 は1280倍 となり,後 次第に減少し,注 射後12

臼目には2例 中1例 は320倍,他 の1例 は160倍 となるes

チ フ衆ワクチン注射後12周 目よりPAS,毎kg,O.59

1日1回 連続5日 聞筋注 し腸チフス菌に対する凝集価の

変動を観察するとPAS注 射開始後3日 目には2例 中1

例は640倍,他 の1例 は2560倍 となり,PAS注 射開

始後5日 目では2例 共に2560倍 の凝集価に達 し,7日

目には2例 中1例 は1280倍,他 の1例 は640倍 と減少

し,PAS注 射開始後10日 目には2例 中1例 は320倍 。

他の1例 は160倍 となる。すなわちチフスワクチン注射

により腸チフス菌に対する免疫凝集価は注射後7日 目に

て最高に達 し,以 後次第に減弱する。その免疫擬集価の

漸減す る中途にPASを 連続注射すると減少過程にある
ゑ

免疫凝集価は再び増加の傾向を示す。且つ免疫凝集価の

増加はPAS注 射開始後3-5日 目に最高の凝集緬に達

し後次第に減少する。

〔3〕TB1-・698注 射 による腸チフス凝集反応の変動

1)TB1-一 一698(以 下TB1と 省略する)連 続注射

時における腸チフス凝集反応の変動,及 び同注射時

のチフスワクチン注射後の腸チフス凝集反応の変動

(第四図)てA)

TB1,毎 勿,5my,1日1回 連続

筋注 し家兎血漕の腸チフス菌に対す る

凝集価の変動を経過を追つて観察 した。

TBI注 射前における擬集価は2例 共に

20倍 に してTB1注 射開始後1日 目

には2例 中1例 は40倍,他 の1例 は

20倍,3日 目には2例 共に40倍.5

日目には2例 中1例 は40倍,他 の1

例は20倍,注 射開始後7日 目には2

例共に40倍 となる。すなわちTBI連

z5もo

1zo¢

h
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鵜 翼 。

覆幡。
畿
80

14。

誓 ロ ロ ロ?ロ ロ ロr一 ρA～6k9。SgRrtas'斐

蓬蝋,旗 嬬
!65s587窃leel2el49169

←`綴 誓鳴s658鴨ga12elsfi

(B)チ フスワクチン注射援に寿ミ1げるPAS連綾}主射tこよる腸 チフス1契乏集、朧 ぜ」蔑重力
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続注射時における腸チフス菌に対す る

正常擬集素は注射開始後7日 聞以内に

おいては蒸溜水注射群と同様に殆んど

影響を見ない◎次にTB1連 続筋注開始

後7日 目にチフスワクチソ4ce筋 注 し3

その後における腸チフス菌に対する免

疫凝集価の変動を観察した。チフスワ

クチソ筋注後3周 目には2例 申1例 は

640倍,他 の1例 は160倍,5日 目に

は2例 中1例 は2560倍,他 の1例 は

1280倍,7日 目には2例 中1例 は2560

倍,他 の1例 は1280倍 の 凝 集 価 に

達 し,チ フスワグチン注射後12日 目

には2例 中1例 は320倍,他 の1例 は

一25-_
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織 雫6。

》 四 図 減弱する
◎すなわちチフスワクチン注

(A)T別 蓮績注射による腸チフス)疑集反雁Φ変動浸び鼠注射勝Φチ7又り7S>射 により腸チフス菌に対する免疫凝集

注雛 Φ腸チ双凝黛鵬 Φ繍 価1ま注轍7日 間にて鵬 睡 し,以

後次第に減弱する◎その免疫凝集価の

漸減ずる中途にTB1を 連続筋注する

と減弱過程にある免疫凝集価は再び増

加の傾向を示す◎且つ免疫凝集価の増

加はTB1注 射開始後3日 目に最高に

達し後次第に減少する◎

護樹籍18

ぐ8>チフスつクチソ謝後t(於wるTBI連1締i射uよ る賂チフス凝 集反腱の叢動

.搬縞,聖翻睡

}95R鴨391rSIsstggm!982?9

nye穆gas

160倍 と減少し,15日 目には2例 共に40倍 となる。す

なわちTBI連 続注射時の中途にチフスワクチンを海射

し,腸 チフス菌に対する免疫凝集価の変動を経過を追つ

て観察 したが,蒸 溜水注射群に比 して著 しい差違は認め

ちれない◎

2)チ フスワクチン注射後におけるTB1連 続注射に

よる腸チフス凝集反応の変動(第 四図)(君)

チフスワクチソ40¢筋注後,腸 チフス菌に対する凝集

価は注射後5日 目には2例 中1例 は2560倍,他 の1例

は320倍 ・注射後7日 目には2例 中1例 は5120倍,他

の1例 は2560倍 の凝集価に達iし,以 後次第に減少し,

注 射後9日 目には2例 共に1280倍,注 射後12日 目に

は2例 申1例 は1280倍,他 の1例 は640倍 となる。チ

フ客ワクチン注射後12日 目よりTB1,毎kg,5mg,1

日1回 連続5白 間筋注 し腸チフス菌に対する凝集価の変

動 を観察すると,TB1注 射開始後1日 目には2例 共に

X280倍 ・TB1注 射開始後3日 目には2例 中1例 は5120

倍 ・他の1例 は2560倍 の凝集価に達 し,TB1注 射後

5日 目には2例 共に1280倍 となり,TB1注 射開始後

10日 目には2例 中1例 は640借,他 あ1例 は160倍 と

第四章 総括及び考察

私は化学療法剤,特 に抗結核剤の生

体防禦機転に及ぼす影響について,第

一篇1の,第 二篇壌1),及 び第三篇王2)に,

それぞれ・白血球の運動機能,寅 喰機

能,及 び網内系機能に及ぼす影響を報

告 した◎本篇においては抗結核剤の抗

体産生に及ぼす影響を健康成熟家兎を

用い腸チフス菌に対する凝集反応より

その変動を うかがつた。

チフスワクチン筋注による家兎血清

の腸チフス菌に対する免疫凝集価は一・

般にチフスワクチン筋注後7日 目にて

256(〉-5120倍 の凝集価に達し,後 次第

に漸減する。蒸溜水筋注時における健

康家兎1血清μ)腸チフス菌に対する正常

凝集素,及 び免疫凝集素は,前 報に記

載せる仮性エオジン嗜好性白血球(仮

工白血球と省略する)の 運動機能 ,貧 喰機能,及 び網内

系機能と同様に蒸溜水にては著明な変動を認めない。S

Nに ついては仮工白血球の運動機能,寅 喰機能,及 び網

内系機能は前報に記載せる如 く一般に注射後6時 間目を

頂点とし,12時 聞,及 びそれ以上に及ぶ機能充進を認め

るが,SM,毎ky,50mg,1日1回 連続筋注時において

は腸チフス菌に対する正常凝集素はSM注 射開始後3日

目を頂点とするかな りの増加を認めるが,後 次第に漸減

する。又SM,毎ky,100mg,1回 のみの筋注において

は前同様に注射後3日 目で頂点に達するが注射後7日 目

ではSM注 射前の凝集価 に近ず く◎

次に.8M,毎kg,50mg1日1回 連続6月 間筋注後に

チフスワクチンを筋注 しても腸チフス菌に対する疫免凝

集素の産生速度,及 び程度は蒸溜水注身・塒 と同様に殆ん

ど認むべき影響がない。 叉SM,毎ky,50mg,1周1

回連続16日 筋注中途に,チ フスワクチンを筋注しても免

疫凝集素の産生速度,及 び程度は前同様に認むべき影響

がない。次にチフスウクチン注射後,腸 チフス菌に対す

る免疫凝集素の減少過程にSM,毎kg,50mg,ユH1回

連続5日 間筋注により免疫凝集素は再び上昇する。且つ

一一 一26-一 一



この免疫凝集素の一hptはSM,注 射開始後3日 目に最大

に達し,以 後次第に減少する◎SM,毎kg,100mg,1回

のみの筋注時においても・同様な傾向が見られる◎

PASに 関 しては,仮 工白血球の運動機能,貧 喰機能,

及び網内系機能は前報に記載せる如く一般に注射後6時

間目,或 いは12時 聞 目を最大とし,24時 間 にも及ぶ機

能尤進を認めるが,PAS,毎kg,0・5ρ,1H1回 連続筋

注時における腸チフY・菌に対す る正常凝集素はPAS注

射開始後1H目 を頂点とするかな りの増加を認めるが以

後漸減の傾向が見られ る。文PAS,毎kg,O.5g,1日

1回 連続16日 間筋注中途にチフスワクチンを筋注して

も腸チフス菌に対する免疫凝集素の塵生速度,及 び程度

は蒸溜水注射時と同様に認むべき影響がない◎次にチフ

スワクチソ注射後,腸 チフズ菌に対する免疫凝集素の減

少過程にPAS,毎kg,0・59,1日1回 連続5日 間筋注

により免疫凝集素は再び上昇ずる。且つこの免疫凝集素

のL昇 はPAS注 射開始後3-5日 目に最大に達 し,以

後次第に減少する。TB1に 関 しては仮工白血球の運動

機能,貧 喰機能,及 び網内系機能は前報に記載せる如 く

一般 に注射後6時 問目,或 いは12時 問 目を最大とし,

24時 間にも及ぶ機能充進を認めるが,TB1,毎kg,

5m,q,1日1回 連続筋注による腸チフス菌に対する正常

凝集素は.TB1注 射開始後7日 間以内にお㌧;ては蒸溜水

注射時と同様に殆んど影響を受けない。又TB1,毎kg・

57ng,1日1回 連続16H]間 筋注中途にチフスワクチン

を筋注しても腸チフス菌に対す る免疫凝集素の産生速度,

及び程度は蒸溜水注射時と同様に認むべき影響がない。

次にチフスワンチソ注射後腸チフス菌に対する免疫凝集

素の減少過程にTB1,毎kg,5mq,1日1回 連続5日

間筋注により免疫凝集素は再び上昇する。且つこの免疫

凝集素の上昇はTB1注 射 開始後3日 目に最大に達 し,

後 次第に減少する。

以上の如 くSM,PAS,は 腸 チフス菌に対する正常凝
ぎ

集素を増強 させる。またこの両者には時聞的差違が認め

られるが,増 強する程度には差違は認められない。 文

TBIは 正常凝集素を増強させないようである。またチフ

スワクチン注射後の腸チフス擬集反応をしば しば色々な

薬剤,そ の他の手段によつて高められるとい うが,SM,

PAS,TB1等 の抗結核剤においてもチフスワクチン注

ノ

射後の漸減過程における免疫凝集素を著 しく増強せしめ

る。

第五章 結 論

私は動物実験により健康成熟家兎を用い,抗 結核剤の

生体防禦機転に及ぼす影響の うち主として抗体産生に及

ぼす影響を腸チフス菌に対する凝集反応の変動より観察

した。 ・

1)蒸 溜水は腸チフス菌に対する正常凝集素,及 びチ

フスワクチン注射後の免疫凝集素に認むべき影響を及ぼ

さない◎"

-2)SMは 腸チフス菌に対する正常凝集素,及 びチフ　 メ

スワクチン注射後の減弱過程における免疫凝集素を増強

させる◇

3)PASに おいても同様に腸チフス菌に対する正常

凝集素,及 びチフスワクチン注射後の減弱過程における

免疫擬集素を増強させる◎

4)TB1は 腸チフス菌に対する正常凝集素には認む

べき影響を及ぼ さないが,チ フスワクチン注射後の減弱

過程における免疫擬集素を増強させる◎

5)以 上の如 く一般に抗結核剤としてのSM,PAS,

TB1は 結核菌に対する抗菌作用の外に生体防 禦反 応

としての抗体産生の増強に著 しい影響を及ぼす◎
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